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２２．．「「３３つつののビビジジョョンン」」 

 本市最大の課題である人口減少と高齢化を見据え、あらゆる行政サービスや公共施設・インフラにお

いて整理・統廃合と効率化を図りつつ、人口減少下にあっても市民一人ひとりの生活がより豊かになり、

幸せを感じられる取組を推進していくことが必要です。 

 このため本市では、将来にわたって希望ある水俣を築いていく政策の大きな柱として、次の「３つビ

ジョン」を市の最重要プロジェクトとして位置付けました。 

今後はこれらに関連する施策を、切れ目なく重点的に取り組むことで、ＳＤＧｓのゴール 11「住み続

けられるまちづくり」を推進していきます。 

なお、関連する施策の進捗管理については、実施計画の中で毎年度評価・見直しを行うこととします。 

 

ビビジジョョンン１１：：外外貨貨をを稼稼ぐぐ水水俣俣                                                  

ここでいう「外貨」とは、水俣市の外、熊本や鹿児島など周辺地域のお金のことを指します。 

地場企業の多くが市内を市場として増収増益を達成しようとすれば、人口減少下にある本市では小さ

な市場で利益を取り合うことになり、自ずと限界があります。また、これまで、学校を卒業して市外に

就職したり、転勤により市外に勤めが決まった方の多くが、水俣市から引っ越して、生活の拠点を市外

に移されていました。 

本市には、九州新幹線や南九州西回り自動車道など、恵まれた交通インフラという強みがあります。 

この強みを生かし、市外で稼いでいる人に水俣に転入してもらうとともに、市内企業が水俣市内に拠点

を置きながら、市外に仕事を取りに行き、市外から獲得する所得を増やすことができれば、水俣市の経

済成長に繋がります。獲得した所得が市内で消費されて、市内の事業者の売上になれば、次の成長につ

ながり、好循環が生まれることになります。 

これを「外貨を稼ぐ」と表現し、水俣市に転入していただく個人と、水俣市に軸足を置きながら外貨

を稼ぐために新たな挑戦をする企業の方々に対して、できうる限りの後押しをしていきます。 

 

ビビジジョョンン２２：：選選ばばれれるる水水俣俣                                                  

人口流出を抑制するためには、まずは市外からの転入者、企業、何より今住んでいる市民に、本市に

いることを「選んで」いただく必要があります。 

これまで、子育て世代支援や高齢者向け施策など、市民福祉の向上に資する施策を充実させるととも

に、小中学校へのエアコン設置や学校ＩＣＴの推進も含めた教育環境の整備など、本市に住み続けてい

ただけるよう、積極的に施策を展開してきました。 

これまでの施策とともに、豊かな自然など、本市が持つ資源をはじめ、新たに実現した情報通信イン

フラを最大限に生かしながら、生活やビジネスの拠点として「選ばれる水俣」を目指し、持続可能なま

ちづくりを進めていきます。 
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ビビジジョョンン３３：：活活力力生生ままれれるる水水俣俣                                                  

市外からの来訪者や旅行者から見て、魅力のあるまちを目指します。人が集まる場所には、活力が生

まれます。ものが集まり、経済が回ります。そこからまた活力が生まれ、ここに住んで良かったという

喜びが生まれます。 

これまでも、本市の強みである優れたスポーツと観光の拠点「エコパーク水俣」を最大限に活用しな

がら、人が集まり、活力が生み出されるような施策を実施してきました。 

令和４年４月にリニューアルした道の駅みなまたや木のおもちゃ館きらら、バラ園を含め、エコパー

クは外から人が流れ込むスポーツ・観光の拠点となります。 

全国大会レベルの開催が可能となるテニスコートの整備完了とともに、スポーツコミッションを立ち

上げ、大規模なスポーツ大会や合宿を誘致していく体制を整えました。誘致が活発化すれば、宿泊、飲

食、買い物など水俣に滞在する選手や関係者がもたらす経済への影響は大きく、生産者や事業者の活力

に繋がることは間違いありません。 

加えて、大規模大会誘致により子どもたちが普段水俣では目にすることのできない、レベルの高い大

会も観戦できるようになります。自分の目で、生で見ることができるという喜びとともに、スポーツに

おける向上心を育み、親子で夢を描けるような環境も生まれます。 

これまで進めてきた日本体育大学との連携やスポーツキッズサポーター制度が受け皿となり、水俣に

誇りを感じ、夢に向かって生きいきと頑張る子どもたちを育てていきます。 

このような好循環により経済が潤い、市民の皆様に幸せを実感していただける、「活力生まれる水俣」

を目指していきます。 
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